[bookmark: _GoBack]皆さん (みな　　　) こんにちは。 今日 (きょう)はですね 僕 (　ぼく　)たちが手がける (て　　　) ニュースルームの革命 (かくめい) というものについて お話 (　　　はなし)をしていきたいと思います (おも　　　　　)。 僕 (ぼく)は今年 (ことし)の春 (はる)まで 日本 ( に ほん)のそしてアジア最大 (さいだい)と言われる (い　　　) テレビ局 (きょく)でニュースキャスターと リポーターをしていましたが この春 (はる) 退職 ( たい しょく)しました。 テレビという限られた (かぎ　　　　　)時間 ( じ かん)の中 (なか)で ニュースを伝える (つた　　　)ことに 限界 (げんかい)を感 (かん)じていたからです。 大きな (おお　　)事件 ( じ けん) 災害 (さいがい)は別 (べつ)ですが 通常 ( つう じょう) ニュースというのは 大体 (だいたい) ２分 ( に ふん)から３分 (さんぷん)程度 (てい ど ) もしくは短い (みじか　　)ものだと １分 (いっぷん)10 (じゅう) 秒 (びょう)くらいしか扱えません (あつか　　　　　　)。 皆さん (みな　　　) ご存じ (　ぞん　)のように 社会 (しゃかい)はそんなに シンプルではないですよね？ 事件 ( じ けん)や事故 (じこ)に関わった (かか　　　　)人 (ひと)たちの想い (おも　) そして様々 (さまざま)な 社会 (しゃかい)問題 (もんだい)の背景 (はいけい)というのは とても複雑 (ふくざつ)です。 例 (たと)えば こんなことがありました。 僕 (ぼく)がかつて沖縄県 (おきなわけん)の 普天間 ( ふ てん ま )基地 (きち)の移設 ( い せつ)問題 (もんだい)の 取材 (しゅざい)をした際 (さい) アメリカ軍 (　　　　　　 ぐん)の基地 (きち)に反対 (はんたい)する 大勢 (たいせい)の沖縄 (おきなわ)の人 (ひと)たちの声 (こえ)に混じって (ま　　　) 地元 ( じ もと)の高校生 (こうこうせい)たちが こんなことを言 (い)うんです。 「基地 (きち)がなくなったら困る (こま　)。 就職 (しゅうしょく)する場 (ば)がなくなってしまう。 父親 (ちちおや)も母親 (ははおや)も基地 (きち)で働いて (はたら　　)いて 基地 (きち)がなくなったら 私たち (わたし　　　)の家族 ( か ぞく)は 一体 (いったい)どんな生活 (せいかつ)になってしまうのか？ 堀 (ほり)さん 是非 (ぜひ)このことも 伝え (つた　)てください。」 しかし 残念 (ざんねん)ながら このインタビューは その日 (ひ)のニュースで放送 (ほうそう)されませんでした。 なぜなら 丁度 (ちょうど) その頃 (ころ) 何十年 (なんじゅうねん)かぶりに 沖縄 (おきなわ)ではアメリカ軍 (　　　　　　　ぐん)の基地 (きち)に反対 (はんたい)する 大規模 (だい き  ぼ )な集会 (しゅう かい )が準備 (じゅん  び  )されていました。その日 (ひ)のニュースのテーマは まさに「沖縄 (おきなわ)の怒り (いか　)」。 なので 基地 (きち)がなくなったら 困るん (こま　　　)です という話 (はなし)が 当時 (とう じ )はなかなか 伝え (つた　)られなかったんですね。 すぐさま沖縄 (おきなわ)から 東京 ( とう きょう)の上司 (じょう し  )に電話 (でん わ )をして 「何 (なに)を言ってるん (い　　　　)ですか？ 沖縄 (おきなわ)の雇用 ( こ よう)問題 (もんだい)を考える (かんが　　　)うえでは まさに伝えなければ (つた　　　　　　　)いけない 視点 ( し てん)だったんじゃないんですか？」 「堀 (ほり) 気持ち (きも　)は分かる (わ　　　)。 気持ち (きも　)は分かるん (わ　　　)だが 今日 (きょう)のテーマから少し (すこ　)逸れて (そ　　)しまう。 また その複雑 (ふくざつ)な状況 (じょうきょう)を伝える (つた　　　)には 私たち (わたし　　　)には時間 ( じ かん)が足りない (た　　　) 今日 (きょう)は諦めよう (あきら　　　　　)」 結局 ( けっ きょく) お蔵 (くら)入 (い)りになってしまいました。 そして 皆さん (みな　　　)もよくご存じ (　ぞん　)の 東京 (とうきょう)電力 (でんりょく)福島 (ふくしま)第一 (だいいち)原発 (げんぱつ)の事故 (じこ)。 パニックを起こして (お　　　)はいけない 社会的 (しゃかいてき)な不安 ( ふ あん)を煽って (あお　　　)はいけない 国益 (こくえき)を損なって (そこ　　　　　)はいけない スポンサーの意向 ( い こう)に逆らって (さか　　　　)はいけない 色々 (いろいろ)な理由 ( り ゆう)から テレビ局 (　　　　　　　きょく)がこの原発 (げんぱつ)の 事故 (じこ)のニュースを扱う (あつか　)のは 非常 (  ひ じょう)にデリケートな問題 (もんだい)として 捉 (とら)えられています。 みんな 慎重 ( しん ちょう)です。 ただ 今 (いま)インターネットを使って (つか　　　) 色んな (いろ　　　)情報 (じょう　ほう )が出て (で　)いる中 (なか) テレビや新聞 (しんぶん)を見て (み　)も なかなか本当 (ほんとう)のことが分 (わ)からない そうして疑心 ( ぎ しん)暗鬼 (あん き )を 膨らませて (ふく　　　　　　)いく人 (ひと)も いらっしゃるんじゃないでしょうか？ 例えば (たと　　　) 最近 (さいきん)で言う (い　)と 原発 (げんぱつ)やその周辺 (しゅう へん )の施設 ( し せつ)から 海 (うみ)に流れ出て (なが　で 　)いる汚染 ( お せん)水 (すい)の問題 (もんだい)。 ２０１１ (にせんじゅういち)年 (ねん)の事故 (じこ)が起きた (お　　)直後 (ちょく  ご  )から 専門家 (せんもん か )の中 (なか)には 「汚染 ( お せん)水 (すい)の問題 (もんだい)は早く (はや　)対策 (たいさく)を 取らなければ (と　　　　　) 大変 (たいへん)なことになる」 こうした主張 ( しゅ ちょう)をする人 (ひと)たちはいました。 しかしながら 国内 (こくない)で大々 (だいだい)的 (てき)に このニュースが報じられる (ほう　　　　　　)ようになるのは 今年 ( こ とし)７月 (ひちがつ) 東京 ( とう きょう)電力 ( でん りょく)が公 (おおやけ)に この汚染 ( お せん)水 (すい)の問題 (もんだい)を 世の中 ( よ　　なか)に発表 ( はっ ぴょう)してからのことです。 どうでしょうか 皆 (みな)さん？ 今 (いま) 私 (わたし)たちがニュースルームというのを 大きく (おお　　　)変 (か)えなければいけません。 事故 (じこ)から２年半 (　　ねんはん)経って (た　　) パリに本部 (ほん ぶ )を置く (お　) 国境 ( こっ きょう)なき記者団 ( き しゃだん)というグループが 世界 ( せ かい)の報道 (ほうどう)の自由度 ( じ ゆう ど ) ランキングというのを発表 ( はっ ぴょう)しました。 今年 ( こ とし) 日本 ( に ほん)は前年 (ぜんねん)の３１ (さんじゅういち)位 (い)から ５３ (ごじゅうさん)位 (い)に後退 (こうたい)してしまっています。 伝えたくて (つた　　　　　)も 伝えられない (つた　　　　　　　)ことがある 伝 (つた)えきれないことがある こうしたジレンマを 抱えて (かか　　　)いるメディア人 (　　　　　　　じん)は 僕た (ぼく　)ちだけではありません。 今 (いま) ニュースに関わる (かか　　　)色々 (いろいろ)な人 (ひと)たちが 新しい (あたら　　　)試み (こころ　　)を始 (はじ)めようと スタートさせています。 その一つ (ひと　)が 去年 (きょねん)僕 (ぼく)が 仲間 (なか ま )たちと共 (とも)に立ち上 (た　あ)げた 8bit news という インターネットを使った (つか　　　) 投稿型 (とうこうがた)のニュースサイトです。 これは登録 (とうろく)をしてもらえれば 一般 (いっぱん)の人 (ひと)が誰 (だれ)でも 手元 ( て もと)のスマートフォンなどを使って (つか　　　) 自分 ( じ ぶん)で撮影 (さつえい)した動画 (どう が )をインターネットに アップロードすることができる仕組 (しく)みです。 これまでにサービス開始 (かい し )から１年間 (いちねんかん)で 1,000 (せん)本 (ぼん)以上 (  い じょう)の動画 (どう が )が投稿 (とうこう)されて 動画 (どうが)の総再生 (そうさいせい)回数 (かいすう)は２５ (にじゅうご)万回 (まんかい)以上 (いじょう) 世界 ( せ かい)８６ (はちじゅうろっ)ヵ国 (こく)からアクセスがありました。 地域 ( ち いき)が抱える (かか　　　)問題 (もんだい) もちろん原発 (げんぱつ) そしてTPP など なかなかテレビや新聞 (しんぶん)を見て (み　)いても 伝わって (つた　　　　)こないような 細か (こま　)な現場 (げん ば )の情報 (じょう ほう )というのも 映像 (えいぞう)で上 (あ)がってくるようになりました。 ニュースを取材 (しゅざい)したいという人 (ひと)がいれば 僕たち (ぼく　　)メディアの人間 (にんげん)が一緒 (いっしょ)に 撮影 (さつえい)する技術 (  ぎ  じゅつ)を共有 (きょう ゆう )したりとか 取材 (しゅざい)の相談 (そうだん)にのったりもします。 今 (いま) 流れて (なが　　　)いるこの映像 (えいぞう)は 去年 (きょねん) 春 (はる) 長野県 (なが の けん)に勤めて (つと　　　)いた 会 (かい)社員 (しゃいん)の男性 (だんせい)が 「自分 ( じ ぶん)の目 (め)で原発 (げんぱつ)の中 (なか)の様子 (よう す )を見て (み　) しっかり社会 (しゃかい)の人 (ひと)に 本当 (ほんとう)のことを伝えた (つた　　　)い」 そう願って (ねが　　　)会社 (かいしゃ)を辞めて (や　　) 福島 (ふくしま)の原発 (げんぱつ)に 働き (ばたら　　)にでたときの映像 (えいぞう)です。 彼 (かれ)は原発 (げんぱつ)に向かう (む　　)直前 (ちょく ぜん )に 私 (わたし)のところに来て (き　) 「何 (なに)か自分 ( じ ぶん)が見た (み　)ものを 広く (ひろ　　)社会 (しゃかい)に伝える (つた　　　)方法 (ほうほう)はないか？」 相談 (そうだん)に来て (き　)くれました。 なので 私たち (わたし　　　)は カメラの撮影 (さつえい)の仕方 ( し かた) 記録 ( き ろく)の仕方 ( し かた) 色々 (いろいろ)な技術 (  ぎ  じゅつ)を彼 (かれ)とシェアをして 福島 (ふくしま)に向かいました (む　　　　　)。 数ヶ月 (すう　　げつ)経って (た　　)送られて (おく　　　　　)きた映像 (えいぞう)は 非常 (　ひ　じょう)に驚く (おどろ　)ものばかりでした。 何 (なに)が明らか (あき　　　)になったか 東京 ( とう きょう)電力 ( でん りょく)以下 (いか) 何重 ( なん じゅう)にも連なる (つら　　　) 下請け (した う 　　)工場 ( こう じょう)の中 (なか)で 給料 (きゅうりょう)のピンハネが行われて (おこな　　　　)いたり 更に (さら　)は １８ (じゅうはっ)歳 (さい) １９ (じゅうきゅう)歳 (さい)の未成年 ( み せいねん)が 放 (ほう)射線 (しゃせん)の知識 ( ち しき)も持たない (も　　　)まま 現場 (げん ば )で働かされて (はたら　　　　　　　)いたり 更に (さら　　)はですよ 現場 (げん ば )での作業 (  さ  ぎょう)経験 (けいけん)がないのに あたかも そこで 働いた (はたら　　　　)経験 (けいけん)があるかのように 下請け (した う 　　)の企業 (  き  ぎょう)が仕立てて (した　　) 元請け (もと う 　　)の会社 (かいしゃ)に送り込んで (おく　 こ　　　 )いくような 実態 (じったい)というのも 音声 (おんせい)と映像 (えいぞう)で記録 ( き ろく)されていました。 結局 (けっきょく) この問題 (もんだい) インターネットに動画 (どう が )が アップロードされてから テレビ 新聞 (しんぶん) 雑誌 (ざっ し )などが 取材 (しゅざい)に来て (き　) 最終的 (さいしゅうてき)には その年 (とし)の年末 (ねんまつ)に 東京 ( とう きょう)電力 ( でん りょく)が下請け (した う  　)各社 (かくしゃ)に対して (たい　　　) 実態 (じったい)把握 ( は あく)に努める (つと　　　　) アンケート調査 (ちょう  さ  )を行ったり (おこな　　　　　) 更に (さら　　)は労働 (ろうどう)基準 (  き  じゅん)監督 (かんとく)署 (しょ)が 一部 (いち ぶ )の会社 (かいしゃ)に注意 (ちゅう  い  )を行ったり (おこな　　　　　)と 現場 (げん ば )の実態 (じったい)を改善 (かいぜん)するための アクションというのが取られました (と　　　　　) これは一般 (いっぱん)の会 (かい)社員 (しゃいん)の男性 (だんせい)が 勇気 (ゆう き )を持って (も　　) 映像 (えいぞう)発信 (はっしん)したから 起 (お)きたことです。 そうした中 (なか)で 私たち (わたし　　　)は やはり こう思います (　　　おも　　　  　)。 僕たち (ぼく　　　)のような技術 (  ぎ  じゅつ)を持ってる (も　　　) 職業 (しょくぎょう)メディア人 (　　　　　　　　じん)と 現場 (げん ば )にいる一般 (いっぱん)の人 (ひと)たちが 協力 (きょうりょく)してニュースを作る (つく　　)ようになれば 前進 (ぜんしん)しない社会 (しゃかい)問題 (もんだい)というのは なにか解決 (かいけつ)されるんじゃないか？ その際 (さい) 皆さん (みな　　　)と今日 (きょう) 共有 (きょう ゆう )しておきたいのは この二つ (ふた　　)の言葉 (こと ば ) オープンジャーナリズムと パブリックアクセス。 まずオープンジャーナリズム という考え方 (かんが　かた)は まさに今 (いま)8bit news で 実践 (じっせん)していることです。 ニュースの情報 (じょう ほう )を まず おもてに出す (だ　) その情報 (じょう ほう )に対して (たい　　　　)一般 (いっぱん)の人 (ひと)たちが 色んな (いろ　　　)知識 ( ち しき)や 色んな (いろ　　　　)経験 (けいけん) 色んな (いろ　　　)映像 (えいぞう)・情報 (じょう ほう )を持ち込んで (も　こ　　) みんなでニュースを 作り上げて (つく　あ　　　)いく仕組み (しく　)です。 ただ この「一般 (いっぱん)」と言った (い　　)ときに 皆さん (みな　　　) 何 (なに)も知らない (し　　　)市民 ( し みん)のことを 思い浮 (おも　  う )かべるかもしれませんが そうじゃないんです。 この「一般 (いっぱん)」の中 (なか)には 今 (いま) 映像 (えいぞう)に出て (で　)きているような 大学 (だいがく)の研究者 ( けん きゅう しゃ ) 弁護士 (べん ご  し )さん お医者 (　   い しゃ)さん 臨床 ( りん しょう)心理士 (しん  り  し  )さん そして 例えば (たと　　　)主婦 (しゅ ふ )の方 (ほう)でも 自ら (みずか　) 色々 (いろいろ)な悩み (なや　)を抱えて (かか　　　)いる まさに社会 (しゃかい)問題 (もんだい)の 当事者 (とう じ しゃ)であるケースもあります。 そうした一次 (いち じ )情報 (じょう ほう )を持った (も　　)人 (ひと)たちと 私たち (わたし　　　)メディア人 (　　　　　　　じん)が オープンな場 (ば)で情報 (じょう ほう )を共有 (きょう ゆう )しながら どんどんどんどんニュースの中身 (なか み )を 更新 (こうしん)していく という取り組 (と　く)み これがオープンジャーナリズムです。 去年 (きょねん) イギリスの老舗 (しに せ )の新聞 (しんぶん)会社 (がいしゃ) ガーディアンの編集 ( へん しゅう)長 (ちょう)が こんなことを言 (い)っています。 「私たち (わたし　　　　)ジャーナリストは 世界 ( せ かい)で唯一 (ゆいいつ)の専門家 (せんもん か )ではない」 つまり これだけ多様化 ( た よう か )して 流れ (なが　)の速い (はや　)時代 ( じ だい) 色々 (いろいろ)な人 (ひと)たちとの協業 (きょうぎょう)がなければ 本来 (ほんらい)のジャーナリズムは 実践 (じっせん)できない というものです。 つまり これまでは ニュースというのは 編集 ( へん しゅう)して 精査 (せい さ )して 完成品 (かんせいひん)がでるまで その中身 (なか み )というのは オープンにされてきませんでした。 しかし その中身 (なか み )を公開 (こうかい)すれば 一方 (いっぽう)ではメディアに対する (たい　　　) 疑心 ( ぎ しん)暗鬼 (あん き )がなくなり 一方 (いっぽう)では速い (はや　)スピードで 情報 (じょう ほう )を多角的 ( た かくてき)に 検証 ( けん しょう)する仕組み (しく　)ができあがる そういった理想 ( り そう)に支 (ささ)えられたものです。 もう一つ (ひと　　)が先程 (さきほど)言った (い　　) パブリックアクセス この言葉 (こと ば ) 皆さん (みな　　　　) 聞 (き)いたことがありますか？ 実 (じつ)を言う (い　)と 日本 ( に ほん)以外 ( い がい)の先進国 (せんしんこく)には 認められて (みと　　　　　　　)いる権利 (けん り )で 日本 ( に ほん)では法律 (ほうりつ)で 認められて (みと　　　　　　)いない権利 (けん り )なんです。 パブリックアクセス つまり 国家 (こっ か )の資源 ( し げん)は国民 (こくみん)であれば 誰 (だれ)でもアクセスすることができる権利 (けん り ) 使う (つか　　)ことができる権利 (けん り ) 例えば (たと　　　　)電波 (でん ぱ )っていうのも 国 (こく)の資源 ( し げん)ですよね？ ですので 例えば (たと　　　)欧米 (おうべい)各国 (かっこく)では 誰 (だれ)でも自由 ( じ ゆう)に電波 (でん ぱ )を使って (つか　　　) 発信 (はっしん)することができる権利 (けん り ) というのは保障 ( ほ しょう)されています。 アメリカでは１９５０ (せんきゅうひゃくごじゅう)年代 (ねんだい)から ６０ (ろくじゅう)年代 (ねんだい)にかけての 公民権 (こうみんけん)運動 (うんどう)のときに そして韓国 (かんこく)では１９８０ (せんきゅうひゃくはちじゅう)年代 (ねんだい) 民主 (みんしゅ)政権 (せいけん)が誕生 ( たん じょう)したときに 電波 (でん ぱ )が市民 ( し みん)に開放 (かいほう)されました。 誰 (だれ)かが自分 ( じ ぶん)が撮った (と　　)情報 (じょう ほう )を 自分 ( じ ぶん)が掴んだ (つか　　　)情報 (じょう ほう )を 電波 (でん ぱ )に乗せて (の　　) 発信 (はっしん)したいという時 (とき)に その映像 (えいぞう)をテレビ局 (　　　　　　　　きょく)に持ちこめば (も　　　　) テレビ局 (きょく)は放送 (ほうそう)しなければいけない という権利 (けん り )が法律 (ほうりつ)で保障 (  ほ  しょう)されています。 例えば (たと　　　) イギリスでは 公共 ( こう きょう)放送 (ほうそう)のBBC が 専用 (せんよう)の番組 (ばんぐみ)を作る (つく　　)だけではなくて BBC のカメラマンやディレクターが 市民 ( し みん)と一緒 (いっしょ)になって ニュースの取材 (しゅざい)をする そんな取り組み (と　く　)も続 (つづ)けてきています。 最後 (さい ご )に 大事 (だい じ )なことを 皆 (みな)さんとシェアしたい それは そうしたことを 実行 (じっこう)していくためには 一番 (いちばん)なにが大事 (だい じ )かというと 私たち (わたし　　　　)一人一人 (ひとり ひとり )の意識 ( い しき)の問題 (もんだい)です。 今 (いま) 流れて (なが　　　)いる映像 (えいぞう)は まさに一般 (いっぱん)の皆さん (みな　　　)が 投稿 (とうこう)してくれた映像 (えいぞう)なんですが 最近 (さいきん) 僕 (ぼく)はニュースの インタビューをするときに 質問 (しつもん)の仕方 ( し かた)を変 (か)えています。 「皆さん (みな　　　) 今 (いま) 様々 (さまざま)な 課題 ( か だい)を日本 ( に ほん)は抱えて (かか　　　)いますが その課題 ( か だい)を解決 (かいけつ)するために 何 (なに)が必要 (ひつよう)なんでしょうか？」 「いや 政治 (せい じ )を変えなきゃ (か　　　　)いけないね」 「経済 (けいざい)を良く (よ　)しなければいけない」 「給料 (きゅうりょう)を上げて (あ　　)もらわなきゃ 困る (こま　　)んだよ」 「弱者 (じゃく しゃ )を切り捨てて (き　す　　)はいけないんだ」 こんなインタビューを これまで してたんですが ある時 (とき)から こう変えました (か　　　　)。 「いや 今 (いま) 日本 ( に ほん)には様々 (さまざま)な 課題 ( か だい)がありますよね 非常 (  ひ  じょう)に政治 (せい じ )や経済 (けいざい)も 問題 (もんだい)を抱えて (かか　　　)います それらを改善 (かいぜん)するために 『あなたは』なにをしますか？」 「えっ？僕 (ぼく)がですか？」 「えっ？私 (わたし)がですか？」 「そうなんです ご主人 (しゅじん)が 今 (いま) 景気 (けい き )が悪い (わる　　) 経済 (けいざい)が悪い (わる　　) と嘆いて (なげ　　　　)いるこの状況 (じょうきょう)を 改善 (かいぜん)するために 『あなたは』なにをするんですか？」 「私 (わたし)は じゃあ 会社 (かいしゃ)で 若い (わか　　)社員 (しゃいん)たちに研修 ( けん しゅう)を行い (おこな　)ながら もっともっとイノベーションが 起こる (お　　)ように頑張 (がん ば )りたい」 「私 (わたし)は困って (こま　　　　)いる人 (ひと)が横 (よこ)にいたら じゃあ なにか話 (ばなし)を 聞く (き　)ところから始めた (はじ　　　)い」 「『あなたは』なにをしますか？」 と 問いかけ (と　　　)をすると 途端に ( と たん　  )みんな 考え始めて (かんが　はじ　　　　)くれるんですよね。 ニュースはメディアだけが変 (か)わっても なにも変 (か)わりません。 オープンジャーナリズム パブリックアクセス これが実現 (じつげん)したとしても恐らく (おそ　　　) 社会 (しゃかい)問題 (もんだい)はなにも解決 (かいけつ)しないと思 (おも)います。 しかしながら そこに情報 (じょう ほう )を寄せて (よ　　)くださる皆さん (みな　　　　) そこに参加 (さん か )してくださる皆さん (みな　　　)が 自分 ( じ ぶん)たちの力 (ちから)でなにか 社会 (しゃかい)を変えよう (か　　　)と思って (おも　　　　) 発信 (はっしん)を始めて (はじ　　　)いただければ 絶対 (ぜったい)に これは世の中 ( よ　　　なか)が変わります (か　　　　)。 今 (いま) この国 (くに)には働いて (はたら　　　　)も働いて (はたら　　　　)も 年収 ( ねん しゅう)が２００ (にひゃく)万円 (まんえん)以下 (いか)という人 (ひと)たちが 労働 (ろうどう)人口 (じんこう)のおよそ四分 (よんぶん)の一 (いち) １千百万人 (いっせんひゃくまんにん)以上 (  い  じょう)いると言 (い)われています。 毎日 (まいにち)の生活 (せいかつ)で 「この日本 ( に ほん)を良く (よ　)しよう」 「なにか課題 ( か だい)を解決 (かいけつ)しよう」 と考えながら (かんが　　　　　　　) お金 (　　かね)も集めなければ (あつ　　　　　　　)いけない そんなのは非常 (  ひ  じょう)に大変 (たいへん)かもしれません。 でも 皆さん (みな　　　　)のポケットの中 (なか)には スマートフォンなど 携帯 (けいたい)電話 (でん わ )があります。 ハイビジョンの動画 (どう が )が撮れます (と　　　)。 もし どうしても自分 ( じ ぶん)の窮状 (きゅうじょう)を 世の中 ( よ 　なか)に知らせたい (し　　　　) 隣 (となり)にいる困って (こま　　　)いる人 (ひと)を どうにか助けたい (たす　　　　)という人 (ひと)は このスマートフォンを覗いて (のぞ　　　　)みてください。 そして 僕ら (ぼく　)に相談 (そうだん)をしてください。 責任 (せきにん)を持って (も　　) 一緒 (いっしょ)になってニュースを作って (つく　　　　) そして より大きな (おお　　　)メディアに その映像 (えいぞう)を橋渡 (はしわた)ししながら みんなで問題 (もんだい)解決 (かいけつ)をするための 知識 ( ち しき)を集めて (あつ　　　　) 変えて (か　　)いきたい そんな思い (おも　　)で一杯 (いっぱい)です。 ニュースを作る (つく　　)のは まさに皆さん (みな　　　)です ニュースは知る (し　)だけではありません。 ニュースルームの革命 (かくめい)を 皆さん (みな　　　)で是非 (ぜひ) 起こす (お　　)ことができたら と思って (おも　　　)います。 力 (ちから)を貸 (か)してください。 ありがとうございました。 (拍手 (はくしゅ))
